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４．その他

期中における重要な子会社の異動　（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無

中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則 ･ 手続、表示方法等の変更 （中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の

変更に記載されるもの）

会計基準等の改正に伴う変更 有

①以外の変更 有

（注） 詳細は、19ページ「４．会計処理基準に関する事項」及び21ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」

をご覧ください。
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（注） 1株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、29ページ「1株当たり情報」をご覧ください。
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１.経営成績 

(１) 経営成績に関する分析 

（当中間期の経営成績） 

当中間期のエネルギー業界は、石油業界においては経済発展を続ける国々の石油需要が増

加しており、これに対する生産量は相対的に不足してきております。さらに、中東における

政情不安、天候、市場での投機活動等が要因となり、原油価格は本年９月に多少下がったも

のの、全体としては上昇し続けたといえます。また、国内では元売各社が値上げを打ち出し

ましたが、消費者の買い控え等による需要減退によって、小売市場では価格転嫁が進まない

状況に陥りました。 

ＬＰガス業界においては、ＬＰガスのＣＰ（サウジアラビア通告価格）は小変動しながら

も値上がり基調を崩さず、前年同期間のプロパン平均ＣＰに対して約 14％の上昇率を示しま

した。また、今夏は猛暑により家庭向けＬＰガスの需要は減少し、電力その他のエネルギー

との競争は激化しているという、大変厳しい経営環境でした。 

このような状況下、当社及びグループ企業は以下のような施策を実施いたしました。 

【エネルギー事業】 

① 石油部門におきましては、大手流通業者と提携し灯油を消費者に直接配達する販売ル

ートの拡大や、卸事業の灯油センター内に小売事業の灯油ショップを設置する等、小

売事業の強化を図りました。また、既存ＳＳのセルフ化を推進し、ＳＳ事業の強化に

注力いたしました。 

② ＬＰガス部門におきましては、ＬＰガス営業権の承継を積極的に行い、９千軒余りの

消費者を獲得いたしました。また、高効率ガス給湯器「エコジョーズ」普及のため、

昨年に引き続き「ひまわり補助金制度」を実施いたしました。さらに「ふれあい点検」、

「感謝祭」等を実施・開催し、消費者との信頼関係構築と接点強化に努めました。 

③ 生活関連部門におきましては、５回目となる「やっぱりガスだね!!キャンペーン」を

行いました。今回のキャンペーンは同業６社での共同開催とし、「ガラストップコンロ」、

「エコジョーズ」、「エコウィル」等の高機能商品の販売に注力いたしました。また、

取引先に新商品情報その他の有益情報を提供するため、取引先を会員とした Web サイ

ト「Business ひまわり」をプレオープンいたしました。 

 

【その他の事業】 

① 抗菌部門におきましては、抗菌効果及び消臭効果を兼ね備えた抗菌剤「ゼオミック」

の繊維分野、サニタリー雑貨分野、衛生材料分野等への提案活動を行いました。また、

コンクリート用抗菌剤「ゼオマイティ」を下水処理分野へ積極的に展開しました。さ

らにＡｇＩＯＮ社を通じての欧米展開や、韓国・中国・タイ他、東南アジア諸国への

提案活動も実施いたしました。 

② バイオマス燃料に関しましては、産業廃棄物中間処理場が増加する一方、建設工事は
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停滞したため木質系廃材が不足するという状況下で、木質系廃材の集荷に注力し増販

いたしました。 

以上の結果、当中間期の業績は、売上高 953 億３千 1 百万円、営業利益△９千 1 百

万円、経常利益 1 億２千６百万円、中間純利益△1 億 1 千７百万円となりました。 

 

（当期の見通し） 

石油業界においては、下期も引き続き原油価格は史上最高値の更新を繰り返しており、消

費者の石油の使用節約や他のエネルギーへの燃料転換がさらに進むと考えられます。ＬＰガ

ス業界においては、ＬＰガスのＣＰは原油価格高騰の影響を受け、今後も高値で推移してい

くと予想されます。一方、競合する電気その他のエネルギーへの対抗策を実行していかなけ

ればなりません。 

このような厳しい経営環境下において、当社及びグループ企業は、次の施策を行うことに

より、当初の業績予想を達成できるものと考えております。 

【エネルギー事業】 

① 石油部門におきましては、流通コスト削減によるコスト競争力を高めるとともに、小

売事業及びＳＳ事業の強化を進めます。 

② ＬＰガス部門におきましては、小売事業においてはＬＰガス営業権の承継を進めると

ともに、輸入コストの増減を小売価格に反映させる「原料費調整制度」を順次導入し、

消費者により分かりやすい料金体系といたします。卸事業においては、仕入価格上昇

分の売上価格への転嫁を急ぎます。また、食育プロジェクトの一環として、各地で開

催する「感謝祭」において料理教室や食育イベントを実施し、ガスの良さとガス機器

のＰＲを行います。 

③ 生活関連部門におきましては、「Business ひまわり」の情報提供力を活用し高効率ガ

ス機器、リフォーム関連商品等の販売力を高めてまいります。 

【その他の事業】 

① 抗菌部門におきましては、銀イオン製品の知名度アップと消費者の安心・安全・清潔

志向を追い風に、「ゼオミック」の提案を国内市場及び海外市場で積極的に推進いたし

ます。 

② バイオマス燃料につきましては、原料の集荷に注力し、製造工場の稼働率向上を図り、

増販してまいります。 

③ 新領域である水道関連メンテナンス事業及び空調・衛生設備関係事業におきましては、

シナジー効果を生むことができる当社及びグループ企業のＬＰガス商圏を重点に営業

展開を行います。 

④ 消費者の健康・環境に対する関心の高まりを反映して自転車が流行しており、当社で

は「イーストボーイ」等のブランド車の拡販に努めるとともに、健康・環境関連事業

への取組みを進めてまいります。 
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（中期経営計画等の進捗状況） 

当社及びグループ企業は、中期経営計画「プラン２３６」を平成 15 年４月にスタートさせ

ております。中期経営計画「プラン２３６」は、収益構造の変革と業界の急速な変化への対

応を主眼としており、本年度末における具体的数値目標を年間灯油販売数量 200 万 kl、ＬＰ

ガス消費者数 30 万軒、連結ＲＯＥ６％としております。 

当社及びグループ企業は、これまでに、構造改革として卸機能と小売機能を分離し企業再

編を行いました。また、戦略として主に家庭用灯油販売力の強化とＬＰガス営業権の承継を

推進してまいりました。しかしながら、原油価格の高騰や予想外の気象変動等により、目標

とした「200 万 kl」、「30 万軒」の達成は非常に困難なものとなりました。一方、計画策定時

に定めた卸主体から小売主体への移行は年々着実に進めております。また、連結ＲＯＥ６％

につきましては、当期末において達成可能であると考えております。 

 

（目標とする経営指標の達成状況） 

当社及びグループ企業は、株主資本の効率的な運用による投資効率の高い経営を目指すた

めに、目標とする経営指標としてＲＯＥ（株主資本利益率）を採用しており、前記のとおり、

中期経営計画「プラン２３６」において今年度末における連結ＲＯＥ６％を目標としており

ます。 

ただし、当中間期におけるＲＯＥの達成状況につきましては、ＲＯＥの要素が年間利益で

あることと当社及びグループ企業の利益が下期に偏重することから、中間期末の数値をもっ

て評価することは適当ではないと考えております。 

 
 

(２) 財政状態に関する分析 

（資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローに関する分析） 

①当中間期における資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況 

当中間連結会計期末の総資産は 692 億５百万円となり、前期（19 年３月期）と比較し

て 153 億７千７百万円減少しました。減少の主な要因は、季節変動に伴う売上高の減少に

より、受取手形及び売掛金が 86 億３千５百万円減少したこと及び借入金の返済等により、

現金及び預金が減少したためであります。 

純資産は436億５千２百万円となり、前期と比較して14億４千３百万円減少しました。

主な要因は、剰余金の配当が 13 億９百万円発生したためであります。 

以上により、自己資本比率は前期末と比較して 9.7 ポイント増加し、63.0％となりまし

た。 

当中間連結会計期末の現金及び現金同等物は、105 億６千３百万円（前年同期比 34.6％減）

となりました。各キャッシュ･フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 17 億７千８百万円（前年同期比 36 億１千万円増）とな

りました。これは主に売上債権の減少額が、仕入債務の減少額を上回ったことによるもの

です。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は12億８千５百万円(前年同期比15億７千２百万円増)とな

りました。これは主に固定資産の取得による支出と事業譲受による支出によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 87 億９千３百万円（前年同期比 78 億４千６百万円増）

となりました。これは借入金の返済及びコマーシャルペーパーの償還、配当金の支払によ

るものです。 

 

②当期の見通し 

営業活動によるキャッシュ・フローは、主に税金等調整前当期純利益による増加及び法

人税等の支払いによる減少を見込んでおります。また、減価償却費につきましては、前期

と比較して大幅に変動する予定はありません。 

投資活動に使用されるキャッシュ・フローは、主に販売能力増強による設備投資のほ

か、本社ビル建替えによる支出約７億円（３億６千１百万円は前期に支払済み。）を予定

しております。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払い、運転資金の効率的な調

達及び返済等を見込んでおり、現金及び現金同等物の適正な残高維持に努めます。 

 

（キャッシュ・フロー関連指標の推移） 

20年3月期 19 年 3 月期 18 年 3 月期 
 

中間 期末 中間 期末 中間 

自己資本比率 63.0％ 53.3％ 67.5％ 58.6％ 67.9％ 

時価ベースの自己資本比率 55.3％ 46.4％ 60.6％ 60.7％ 71.0％ 

債務償還年数 0.7 年 9.2 年 － 0.3 年 0.9 年 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ 111.1 29.6 － 109.8 103.0 

※19 年３月期中間の債務償還年数・ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵについては、営業キャッシュ・フローが

マイナスとなっておりますので、記載しておりません。 

 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ：営業キャッシュ・フロー／利払い 
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ａ．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

ｂ．株式時価総額は、期末株価終値×発行済株式数（自己株式は除く）により算出していま

す。 

ｃ．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシ

ュ・フローを使用し、利払いは、同計算書の利息の支払額を使用しています。有利子負

債は、連結貸借対照表に計上されている借入金、コマーシャルペーパーの合計額を対象

としています。 
 

 

 (３) 利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

当社は、株主各位に対する利益還元を経営の最重要政策と位置づけ、財政状況、利益水準、

配当性向などを勘案して安定的な配当の実施に努めるとともに、変動する経営環境に対応す

る収益基盤の強化及び将来の業績拡大のために、財務体質の充実を図ります。 

内部留保資金につきましては、小売事業拡大のための原資とするとともに、営業拠点の整

備等の設備投資として充当していく予定です。 

また、当期の期末配当につきましては、すでに公表のとおり、従来の普通配当 12 円に増配

分３円を加え、普通配当一株当たり 15 円を予定しております。 
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　 当社の企業集団は、当社、子会社３２社、関連会社１４社で構成され、主な事業内容と当該事業における位置付けは

次の通りであります。

　〈 事業系統図 〉

都市ガス供給 液化石油ガスの販売 抗菌性ゼオライトの

連結子会社 連結子会社 製造及び販売

北海道シナネンガス販売㈱ ㈲加須ガス 連結子会社

シナネン東北ガス販売㈱ ㈲石英エネルギー

シナネン関東ガス販売㈱ ㈱ニチエネ・ガス販売

長野シナネン販売㈱ 竜ケ崎ガス販売㈱

中部シナネンガス販売㈱ 佐倉瓦斯㈱

関西シナネンガス販売㈱ ㈱管洋商店

ガソリンスタンド等の経営 四国シナネン販売㈱ 関連会社

連結子会社 福洋ガス㈱ ＊ マツバホームガス㈱他１社

シナネン石油㈱

㈱シナネン・オートガス

（㈱管洋商店）

（役務提供）

ＬＰガスの保安及びＬＰガス等の配送業務 その他

連結子会社 関連会社 連結子会社

㈱シナネン北海道ひまわりガスセンター ㈱茨城エナジック 品川開発㈱

㈱シナネン東北ひまわりガスセンター 武蔵エナジックセンター㈱ ㈱パイプおじさん

㈱シナネンひまわりサービスセンター ㈱セキュリティネットワーク SINANEN DO BRASIL

㈱シナネン中部ひまわりガスセンター ㈱ホームエナジック京葉 PARTICIPACOES

㈱シナネン関西ひまわりガスセンター ㈱神奈川エナジック SOCIETARIAS LTDA

㈱ハイネンひまわりガスセンター 岐阜エルピーガス供給センター㈱ 協和熱学工業㈱

㈱エナジック関東 播磨西エナジック㈱ 関連会社

ITC LNG FINANCE

(CAYMAN) LIMITED

（役務提供）

石油製品等各種燃料、

石油・ガス器具等生活物資の販売

連結子会社 関連会社

品川ハイネン㈱ ㈱新潟品川

マツバ産業㈱ 山梨品川燃料㈱

三河品川燃料㈱

㈱庄内品川

固形燃料等の製造

連結子会社

１．＊マツバホームガス㈱は持分法適用会社であります。

２．㈱なのはなガスセンターは、液化石油ガスの事業譲受に伴い商号を㈱管洋商店に変更いたしました。なお、

　　ガソリンスタンドの経営を兼業しております。

３．シナネン石油㈱とチバネン石油㈱は平成19年４月に合併いたしました。

４．協和熱学工業㈱は平成19年６月に株式を取得しました。
５．播磨西エナジック㈱は、平成19年７月に設立いたしました。

６．㈱グンシナは、平成19年７月に全株式の売却により、関連会社の対象外となりました。

抗菌性ゼオライト
木質系チップ他

　（注）

エ　　ネ　　ル　　ギ　　ー　　事　　業

石油製品、液化石油ガス、固形燃料、石油･ガス器具等生活物資

その他の事業

（
役
務
提
供

）

㈱シナネンゼオミック

２．企業集団の状況　

　㈱イシネン

当　　　　　　　　社　　（シ　　　ナ　　　ネ　　　ン　　　㈱）

得　　　意　　　先　　　及　　　び　　　消　　　費　　　者

日高都市ガス㈱
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< 関係会社の状況 >

議決権の所有

資　本　金 又 は 被 所 有

（百万円） 割 合（％）

（連結子会社）

当社は商品を同社に販売しております。

役員の兼任　あり

当社は商品を同社に販売しております。

シナネン関東ガス販売㈱ 100.0 なお、当社所有の事務所を賃借しております。

役員の兼任　あり

当社はガス類を同社に販売しております。

役員の兼任　あり

当社は石油製品を同社に販売しております。

なお、当社よりガソリンスタンド設備を賃借して

おります。

役員の兼任　あり

当社は商品を同社に販売しております。

役員の兼任　なし

当社所有の工場設備を賃借しております。

役員の兼任　あり

当社は商品を同社に販売しております。また当社は

原料石炭を同社に販売し、同社より固形燃料等を仕

入れております。なお、当社所有の事務所及び工場

設備を賃借しております。

役員の兼任　あり

当社はガス類を同社に販売しております。

役員の兼任　あり

同社は当社グループの得意先等に対してＬＰガスの

㈱シナネンひまわり 保安及び配送業務等を行っております。なお、当社

サービスセンター 所有の事務所を賃借しております。

役員の兼任　あり

その他　２３社

(持分法適用関連会社)

40.0 マツバ産業㈱が商品を同社に販売しております。

(40.0) 役員の兼任　なし

(注)１．主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

　　２．議決権の所有割合の(　)内は、間接所有割合で内数であります。

　　３．上記関係会社のうち、特定子会社に該当するものはありません。

シ ナ ネ ン 石 油 ㈱

㈱シナネン・オートガス 東京都品川区

㈱ イ シ ネ ン 宮城県石巻市

埼玉県越谷市

マ ツ バ 産 業 ㈱ 兵庫県高砂市

関　　係　　内　　容

100.0

80.0

100.0

100.0

100.0

その他の事業 100.0

エネルギー事業

エネルギー事業

98

50

エネルギー事業40

埼玉県北葛飾郡
松伏町

20 エネルギー事業

40

20 エネルギー事業

エネルギー事業 100.0

100.0

マツバホームガス㈱

名　　　　称 住　　　所 主要な事業の内容

品 川 ハ イ ネ ン ㈱ 石川県金沢市 96 エネルギー事業

兵庫県高砂市

エネルギー事業

30

㈱シナネンゼオミック 名古屋市港区

日 高 都 市 ガ ス ㈱ 埼玉県日高市 80

300
埼玉県北葛飾郡
松伏町

エネルギー事業
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３．経営方針 

(１) 会社の経営の基本方針 

当社及びグループ企業は、株主価値の最大化を図るとともに、取引先、従業員等の利益を

十分に考慮してまいります。また、エネルギー及び快適生活向上のための商品・サービスの

提供を通じ、人々の、より快適、清潔、健康な生活と幸福の実現を目指し、社会の生活向上

に貢献することを基本方針としております。 

 

(２) 目標とする経営指標 

株主資本の効率的な運用による投資効率の高い経営を目指すため、目標とする経営指標と

してＲＯＥ（株主資本利益率）を採用しております。そして、当社及びグループ企業は中期

経営計画｢プラン 236｣において、平成 19 年度の連結ＲＯＥ６％を目標としております。 

 

(３) 中長期的な会社の経営戦略 

当社及びグループ企業は、エネルギー業界の競争が厳しさを増すなか、未来に向かって力

強く前進するため、平成 15 年４月から平成 20 年３月までの期間に対応する、中期経営計画｢プ

ラン 236｣を策定しております。 

詳しくは、以下をご参照ください。 

http://www.sinanen.com/ir/plan236.html

 

(４) 会社の対処すべき課題 

当社及びグループ企業は、中期経営計画「プラン 236」の計画策定時に定めた構造改革や戦

略を年々着実に進めておりますが、これをより高いレベルで遂行するよう、以下の課題に対

処してまいります。 

エネルギー分野におきましては、石油部門については、石油元売各社との連携を強化し、

地域戦略の共有や石油基地の共同利用等を行うことにより、灯油センターの効率化を図りま

す。また、灯油宅配サービスの展開等により家庭用灯油の増販に努めてまいります。さらに、

年間を通じて需要のあるガソリン・軽油を販売するためＳＳのセルフ化推進、サービス向上

などＳＳ事業にも注力してまいります。 

ＬＰガス部門については、小売事業強化のため営業権の承継を引き続き行いますが、それ

とともに関係法令の遵守及び保安の徹底につきましても重点課題として取り組んでまいりま

す。また、消費者との信頼関係構築のため「ふれあい点検」に一層注力してまいります。さ

らに、本格オープンの会員専用 Web サイト「Business ひまわり」では、会員を増やし、有益

な情報を迅速に提供することにより、取引先との親密な関係の強化へ積極的に働きかけてま

いります。 

非エネルギー分野におきましては、抗菌製品技術協議会の抗菌試験法が国際基準のＩＳＯ

を取得したことから、抗菌剤は国内市場だけでなく、海外市場の展開が進むと考えられ、そ
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